
(57)【要約】

【課題】１つのメモリに対する複数のアクセスマスタの

競合に対して柔軟、かつ、確実にレイテンシを保証する

。

【解決手段】

　メモリアクセス制御回路１０１は、複数のアクセスマ

スタ２０１とメモリ３０１との間に設けられる。優先度

比較回路１３１は優先度レジスタ１１２に保持される優

先度を比較し、セレクタ１３２は最も優先度の高いアク

セスマスタ２０１にアクセスを許可する。優先度レジス

タ１１２に保持される優先度は、アクセスが待たされる

ごとに減算値レジスタ１１４の値が減算されることによ

って上昇し、アクセスされやすくなる。連続アクセス回

数レジスタ１２４は連続アクセス回数を保持し、アクセ

ス上限回数レジスタ１２７に達すると、次のアクセス要

求があったときに優先度レジスタ１１２に保持される初

期値の優先度が低く抑えられる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ の メ モ リ に 対 す る 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 を 調 停 す る メ モ リ ア ク
セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 各 ア ク セ ス マ ス タ か ら の 要 求 に 応 じ た ア ク セ ス 許 可 の 優 先 度 を 保 持 す る 優 先 度 保 持 手 段
と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ た 優 先 度 に 基 づ い て 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に ア ク セ ス 許 可
を 与 え る ア ク セ ス 許 可 手 段 と 、
　 各 ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 完 了 し た 後 に 、 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 優
先 度 を 所 定 の 初 期 値 に 設 定 す る 一 方 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 待 た さ れ る ご と
に 、 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 優 先 度 を 所 定 の 程 度 だ け 上 昇 さ せ る 優 先 度 制 御
手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 上 記 優 先 度 の 初 期 値 を 保 持 す る 優 先 度 初 期 値 保 持 手 段
と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 記 優 先 度 の 上 昇 程 度 を 示 す 値 を 保 持 す る 優 先 度
上 昇 程 度 保 持 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 上 記 優 先 度 初 期 値 保 持 手 段 お よ び 優 先 度 上 昇 程 度 保 持 手 段 に 保
持 さ れ た 値 に 基 づ い て 、 上 記 優 先 度 の 初 期 値 の 設 定 を 行 い 、 ま た は 優 先 度 を 上 昇 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 さ ら に 、 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 連 続 し て 許 可
さ れ た 場 合 に 、 そ の ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ
れ る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る メ モ リ ア
ク セ ス 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 所 定 の 回 数 連 続 し て 許
可 さ れ た 場 合 に 、 ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ
る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 所 定 の 程 度 だ け 低 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る 連 続 し た ア ク セ ス 回 数 を 保 持 す る 連 続 ア ク セ ス 回 数 保 持 手
段 と 、
　 上 記 連 続 し た ア ク セ ス 回 数 の 上 限 回 数 を 保 持 す る 連 続 ア ク セ ス 上 限 回 数 保 持 手 段 と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 記 優 先 度 の 低 下 程 度 を 示 す 値 を 保 持 す る 優 先 度
低 下 程 度 保 持 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 上 記 連 続 ア ク セ ス 回 数 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 回 数 が 、 上 記 連 続
ア ク セ ス 上 限 回 数 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 限 回 数 以 上 ま た は 上 限 回 数 を 超 え る 回 数 に
な っ た と き に 、 そ の ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ
れ る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 上 記 優 先 度 低 下 程 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 値 だ け 低 下 さ
せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ひ と つ の メ モ リ に 対 し て 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ が 競 合 し て ア ク セ ス す る 場 合
の ア ク セ ス 性 能 を 保 証 す る た め に 、 上 記 ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 を 調 停 す る メ
モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 シ ス テ ム Ｌ Ｓ Ｉ に お け る ユ ニ フ ァ イ ド 化 等 に 伴 い 、 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ が 同 一
の メ モ リ に ア ク セ ス す る シ ス テ ム が 多 く な っ て い る 。 こ の よ う な シ ス テ ム で は 、 各 ア ク セ
ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 に 対 す る ア ク セ ス 制 御 は 、 シ ス テ ム の 性 能 に 大 き な 影 響 を 与
え る 。 そ こ で 、 各 ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 に 対 す る 遅 延 時 間 、 す な わ ち レ イ テ
ン シ を 保 証 す る た め に 、 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 を 調 停 す る メ モ リ ア ク
セ ス 制 御 回 路 が 設 け ら れ る 。 す な わ ち 、 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 が 競 合
し た 場 合 に 、 ラ ウ ン ド ロ ビ ン 方 式 で 順 次 ア ク セ ス を 許 可 し た り 、 固 定 さ れ た 優 先 度 で ア ク
セ ス を 許 可 し た り す る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ６ ７ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ７ １ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で は 、 柔 軟 、 か つ 、 確 実 に レ イ テ ン
シ を 保 証 す る こ と は 困 難 で あ る と い う 問 題 点 を 有 し て い た 。 す な わ ち 、 ラ ウ ン ド ロ ビ ン 方
式 が 用 い ら れ る 場 合 に は 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に 対 し て 公 平 な 仲 裁 は 可 能 と な る が 、 ア ク セ
ス マ ス タ に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な る レ イ テ ン シ を 保 証 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 固 定 さ れ
た 優 先 度 で ア ク セ ス が 許 可 さ れ る 場 合 に は 、 優 先 度 の 高 い ア ク セ ス 要 求 と 優 先 度 の 低 い ア
ク セ ス 要 求 と が 連 続 し て 発 生 す る よ う な 場 合 に 、 優 先 度 の 低 い ア ク セ ス 要 求 に 対 す る レ イ
テ ン シ を 保 証 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 に よ っ て 、 柔 軟 、 か つ 、 確 実 に レ
イ テ ン シ を 保 証 す る こ と が で き る よ う に す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、
　 １ つ の メ モ リ に 対 す る 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 を 調 停 す る メ モ リ ア ク
セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 各 ア ク セ ス マ ス タ か ら の 要 求 に 応 じ た ア ク セ ス 許 可 の 優 先 度 を 保 持 す る 優 先 度 保 持 手 段
と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ た 優 先 度 に 基 づ い て 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に ア ク セ ス 許 可
を 与 え る ア ク セ ス 許 可 手 段 と 、
　 各 ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 完 了 し た 後 に 、 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 優
先 度 を 所 定 の 初 期 値 に 設 定 す る 一 方 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 待 た さ れ る ご と
に 、 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 優 先 度 を 所 定 の 程 度 だ け 上 昇 さ せ る 優 先 度 制 御
手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 上 記 優 先 度 の 初 期 値 を 保 持 す る 優 先 度 初 期 値 保 持 手 段
と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 記 優 先 度 の 上 昇 程 度 を 示 す 値 を 保 持 す る 優 先 度
上 昇 程 度 保 持 手 段 と 、
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　 を 備 え 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 上 記 優 先 度 初 期 値 保 持 手 段 お よ び 優 先 度 上 昇 程 度 保 持 手 段 に 保
持 さ れ た 値 に 基 づ い て 、 上 記 優 先 度 の 初 期 値 の 設 定 を 行 い 、 ま た は 優 先 度 を 上 昇 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら に よ り 、 各 ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 待 た さ れ る ほ ど 、 上 記 優 先 度 保 持 手
段 に 保 持 さ れ て い る 優 先 度 が 上 昇 し 、 ア ク セ ス が 許 可 さ れ や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 さ ら に 、 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 連 続 し て 許 可
さ れ た 場 合 に 、 そ の ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ
れ る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、
　 請 求 項 ３ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス が 所 定 の 回 数 連 続 し て 許
可 さ れ た 場 合 に 、 ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ
る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 所 定 の 程 度 だ け 低 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、
　 請 求 項 ４ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る 連 続 し た ア ク セ ス 回 数 を 保 持 す る 連 続 ア ク セ ス 回 数 保 持 手
段 と 、
　 上 記 連 続 し た ア ク セ ス 回 数 の 上 限 回 数 を 保 持 す る 連 続 ア ク セ ス 上 限 回 数 保 持 手 段 と 、
　 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 記 優 先 度 の 低 下 程 度 を 示 す 値 を 保 持 す る 優 先 度
低 下 程 度 保 持 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 上 記 優 先 度 制 御 手 段 は 、 上 記 連 続 ア ク セ ス 回 数 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 回 数 が 、 上 記 連 続
ア ク セ ス 上 限 回 数 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 上 限 回 数 以 上 ま た は 上 限 回 数 を 超 え る 回 数 に
な っ た と き に 、 そ の ア ク セ ス マ ス タ か ら の 次 の 要 求 に 応 じ て 上 記 優 先 度 保 持 手 段 に 保 持 さ
れ る 初 期 値 と し て の 優 先 度 を 上 記 優 先 度 低 下 程 度 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 値 だ け 低 下 さ
せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら に よ り 、 同 一 の ア ク セ ス マ ス タ に 連 続 し て ア ク セ ス が 許 可 さ れ る ほ ど 、 次 に ア ク
セ ス 要 求 が な さ れ た と き の 優 先 度 が 低 く 設 定 さ れ 、 特 定 の ア ク セ ス マ ス タ に よ る ア ク セ ス
が 集 中 し に く く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 に よ っ て 、 柔 軟 、 か つ 、 確 実 に レ イ テ ン シ を
保 証 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 １ ０ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ と
メ モ リ ３ ０ １ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 こ の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 １ ０ １ は 、 そ れ ぞ れ
各 ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 対 応 す る 複 数 の 優 先 度 制 御 部 １ １ １ （ 優 先 度 制 御 手 段 の 一 部 ）
お よ び 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２ １ （ 優 先 度 制 御 手 段 の 一 部 ） と 、 各 優 先 度 制 御 部 １ １ １ か
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ら 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２ １ を 介 し て 入 力 さ れ る 優 先 度 を 比 較 す る 優 先 度 比 較 回 路 １ ３ １
と 、 上 記 優 先 度 比 較 回 路 １ ３ １ の 出 力 に 応 じ て 、 何 れ か の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に よ る メ
モ リ ３ ０ １ へ の ア ク セ ス を 許 可 す る セ レ ク タ １ ３ ２ （ ア ク セ ス 許 可 手 段 ） と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 優 先 度 制 御 部 １ １ １ は 、 よ り 詳 し く は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 優 先 度 を 示 す 値 （ こ の
例 で は 小 さ い ほ ど 優 先 度 が 高 い ） を 保 持 す る 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ （ 優 先 度 保 持 手 段 ） 、
上 記 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ の 初 期 値 と し て の 要 求 レ イ テ ン シ 値 を 保 持 す る 要 求 レ イ テ ン シ
値 レ ジ ス タ １ １ ３ （ 優 先 度 初 期 値 保 持 手 段 ） 、 メ モ リ ３ ０ １ へ の ア ク セ ス が 待 た さ れ る ご
と に 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ て い る 優 先 度 か ら 減 算 す る 値 を 保 持 す る 減 算 値 レ ジ
ス タ １ １ ４ （ 優 先 度 上 昇 程 度 保 持 手 段 ） 、 上 記 減 算 を 行 う 減 算 器 １ １ ５ 、 上 記 要 求 レ イ テ
ン シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ に 保 持 さ れ る 要 求 レ イ テ ン シ 値 に 後 述 す る 増 分 値 を 加 算 す る 加 算 器
１ １ ６ 、 お よ び 上 記 要 求 レ イ テ ン シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ 、 減 算 器 １ １ ５ 、 ま た は 加 算 器 １ １
６ の 出 力 を 選 択 し て 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ せ 得 る セ レ ク タ １ １ ７ を 備 え て 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２
１ お よ び 優 先 度 制 御 部 １ １ １ を 制 御 す る 制 御 回 路 １ ２ ２ 、 優 先 度 制 御 部 １ １ １ か ら 出 力 さ
れ る 優 先 度 を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 優 先 度 比 較 回 路 １ ３ １ に 出 力 さ せ る ゲ ー ト 回 路 １ ２ ３ 、
同 一 の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 連 続 し て ア ク セ ス が 許 可 さ れ た 回 数 （ 連 続 ア ク セ ス 回 数 ）
を 保 持 す る 連 続 ア ク セ ス 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ４ （ 連 続 ア ク セ ス 回 数 保 持 手 段 ） 、 同 一 の ア ク
セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 連 続 し て ア ク セ ス が 許 可 さ れ る 場 合 に 上 記 連 続 ア ク セ ス 回 数 レ ジ ス タ
１ ２ ４ に 保 持 さ れ て い る 値 に 値 “ １ ” を 加 算 す る 加 算 器 １ ２ ５ 、 上 記 加 算 器 １ ２ ５ に よ る
加 算 結 果 ま た は 制 御 回 路 １ ２ ２ か ら 後 述 す る ク リ ア 時 に 出 力 さ れ る 値 “ ０ ” を 選 択 的 に 連
続 ア ク セ ス 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ４ に 保 持 さ せ る セ レ ク タ １ ２ ６ 、 連 続 ア ク セ ス 回 数 の 上 限 回
数 を 保 持 す る ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ７ （ 連 続 ア ク セ ス 上 限 回 数 保 持 手 段 ） 、 加 算
器 １ ２ ５ の 加 算 結 果 と 上 記 上 限 回 数 と を 比 較 す る 比 較 器 １ ２ ８ 、 お よ び 連 続 ア ク セ ス 回 数
が 上 限 回 数 に 達 し た と き に 優 先 度 を 低 下 さ せ る た め に 要 求 レ イ テ ン シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ に
保 持 さ れ て い る 要 求 レ イ テ ン シ 値 に 加 算 す る 増 分 値 を 保 持 す る 増 分 値 レ ジ ス タ １ ２ ９ （ 優
先 度 低 下 程 度 保 持 手 段 ） を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 で は 、 次 の よ う に し て ア ク セ ス 制 御 が
な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 各 ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ ま た は 図 示 し な い 制 御 装 置 な ど に よ っ て 、 要 求 レ イ テ ン
シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ 、 減 算 値 レ ジ ス タ １ １ ４ 、 ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ７ 、 お よ び
増 分 値 レ ジ ス タ １ ２ ９ に 、 そ れ ぞ れ 要 求 レ イ テ ン シ 値 、 減 算 値 、 ア ク セ ス 上 限 回 数 、 ま た
は 増 分 値 が 設 定 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら の 値 は 各 ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 共 通 に 用 い ら れ る
よ う に し た り 、 あ ら か じ め 固 定 的 に 設 定 さ れ る よ う に し た り し て も よ い が 、 上 記 の よ う に
各 ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 対 応 さ せ て そ れ ぞ れ の レ ジ ス タ を 設 け る こ と に よ っ て 、 ア ク セ
ス の 優 先 度 を 柔 軟 に 設 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら の レ ジ ス タ へ の 設 定 は 、 メ モ リ
ア ク セ ス 制 御 回 路 が 用 い ら れ る シ ス テ ム の 状 態 等 に 応 じ て 動 作 中 に 適 宜 変 更 さ れ る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 設 定 が な さ れ た 後 に 、 何 れ か の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ か ら ア ク セ ス 信 号 バ ス を 介 し
て ア ク セ ス 要 求 が 出 力 さ れ る と 、 制 御 回 路 １ ２ ２ は 、 セ レ ク タ １ １ ７ に 要 求 レ イ テ ン シ 値
レ ジ ス タ １ １ ３ の 出 力 を 選 択 さ せ る 選 択 信 号 を 出 力 し 、 要 求 レ イ テ ン シ 値 が 優 先 度 の 初 期
値 と し て 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 。 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ た 優 先 度
は 所 定 の タ イ ミ ン グ で ゲ ー ト 回 路 １ ２ ３ を 介 し て 優 先 度 比 較 回 路 １ ３ １ に 入 力 さ れ 、 他 の
ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ の 優 先 度 と 比 較 さ れ る 。 優 先 度 比 較 回 路 １ ３ １ か ら は 優 先 度 の 値 が
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最 も 小 さ い （ 優 先 度 が 高 い ） ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ を 示 す 比 較 結 果 信 号 が 出 力 さ れ 、 そ の
ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ か ら の ア ク セ ス 信 号 バ ス が セ レ ク タ １ ３ ２ を 介 し て メ モ リ バ ス に 接
続 さ れ 、 ア ク セ ス が 許 可 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の と き 、 上 記 ア ク セ ス が 許 可 さ れ た ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 対 応 す る 優 先 度 制 御 部 １
１ １ で は 、 上 記 比 較 結 果 信 号 に 基 づ い て 制 御 回 路 １ ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 選 択 信 号 に 応 じ て
、 セ レ ク タ １ １ ７ に よ り 要 求 レ イ テ ン シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ の 出 力 が 再 度 選 択 さ れ 、 要 求 レ
イ テ ン シ 値 が 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 。 一 方 、 ア ク セ ス 要 求 を し て い て も ア ク
セ ス が 許 可 さ れ な か っ た （ 待 ち が 生 じ た ） ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 対 応 す る 優 先 度 制 御 部
１ １ １ で は 、 制 御 回 路 １ ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 選 択 信 号 に 応 じ て 、 セ レ ク タ １ １ ７ に よ り 減
算 器 １ １ ５ か ら の 出 力 が 選 択 さ れ 、 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ て い た 優 先 度 を 減 算
値 レ ジ ス タ １ １ ４ に 保 持 さ れ て い る 減 算 値 だ け 減 じ た 値 が 保 持 さ れ る 。 つ ま り 、 待 ち が 生
じ る ご と に 優 先 度 が 高 く な り 、 要 求 レ イ テ ン シ 値 を 減 算 値 で 除 し た 回 数 以 下 の 待 ち で 必 ず
ア ク セ ス が 許 可 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 何 れ か の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 連 続 し て ア ク セ ス が 許 可 さ れ た 場 合 、 そ の ア ク
セ ス マ ス タ ２ ０ １ に 対 応 す る 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２ １ で は 、 連 続 ア ク セ ス 回 数 レ ジ ス タ
１ ２ ４ に 保 持 さ れ て い る 連 続 ア ク セ ス 回 数 が 加 算 器 １ ２ ５ に よ っ て イ ン ク リ メ ン ト さ れ る
。 こ の イ ン ク リ メ ン ト は 、 他 の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に ア ク セ ス が 許 可 さ れ て 連 続 ア ク セ
ス 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ４ が ク リ ア さ れ る ま で 行 わ れ る 。 そ こ で 、 連 続 し た ア ク セ ス が 繰 り 返
し 行 わ れ 、 や が て 加 算 器 １ ２ ５ の 出 力 が ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ７ に 保 持 さ れ た ア
ク セ ス 上 限 回 数 に 一 致 す る と 、 そ の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ か ら 次 に ア ク セ ス 要 求 が な さ れ
た と き に 、 制 御 回 路 １ ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 選 択 信 号 に 応 じ て 、 セ レ ク タ １ １ ７ に よ り 加 算
器 １ １ ６ の 出 力 が 選 択 さ れ る 。 す な わ ち 、 要 求 レ イ テ ン シ 値 レ ジ ス タ １ １ ３ に 保 持 さ れ て
い る 要 求 レ イ テ ン シ 値 に 、 増 分 値 レ ジ ス タ １ ２ ９ に 保 持 さ れ て い る 増 分 値 を 加 算 し た 値 が
、 優 先 度 の 初 期 値 と し て 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 要 求 レ イ テ
ン シ 値 が 小 さ い （ 優 先 度 が 高 い ） ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ で あ っ て も 、 過 度 に 連 続 ア ク セ ス
が 行 わ れ る こ と に よ っ て 他 の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ の ア ク セ ス が 阻 害 さ れ る の を 容 易 に 防
ぐ こ と が で き る 。 な お 、 連 続 ア ク セ ス が 行 わ れ た 場 合 で も 優 先 度 を 低 下 さ せ る べ き で な い
ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ が あ る 場 合 に は 、 増 分 値 レ ジ ス タ １ ２ ９ に 値 “ ０ ” を 保 持 さ せ た り
、 ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ７ に 十 分 に 大 き な 値 を 保 持 さ せ た り す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 要 求 レ イ テ ン シ 値 を 設 定 し て 、 ア ク セ ス 要 求 に 対 し て 待 ち が 生 じ る ご と
に 優 先 度 を 上 昇 さ せ 、 ま た 、 連 続 し て ア ク セ ス が 行 わ れ る ご と に 、 次 に ア ク セ ス 要 求 が な
さ れ た 場 合 の 優 先 度 の 初 期 値 を 低 下 さ せ る こ と に よ っ て 、 ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ ご と に 互
い に 異 な る 要 求 レ イ テ ン シ 値 に 応 じ て 、 何 れ の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に も 確 実 に ア ク セ ス
が 許 可 さ れ 、 ま た 、 何 れ か の ア ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ だ け に 連 続 的 な ア ク セ ス が 集 中 す る こ
と が 防 止 さ れ る よ う に す る こ と が で き 、 柔 軟 、 か つ 、 確 実 に レ イ テ ン シ を 保 証 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 記 の 例 で は 、 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 値 が 小 さ い ほ ど 優 先 度 が 高 い
と し た が 、 加 算 、 減 算 を 入 れ 替 え る な ど す れ ば 、 値 が 大 き い ほ ど 優 先 度 が 高 く な る よ う に
す る こ と も 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 各 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 優 先 度 が 一 致 す る 場 合 に は 、 ラ ウ ン ド ロ ビ
ン 方 式 を 併 用 す る な ど し て も よ く 、 そ の 場 合 で も 、 何 れ の 優 先 度 も 待 ち が 生 じ る ご と に 上
昇 す る の で 、 や は り 確 実 に ア ク セ ス 許 可 が な さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 例 え ば 、 ３ つ の ア
ク セ ス マ ス タ ２ ０ １ に つ い て の 要 求 レ イ テ ン シ 値 を １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ の よ う に ず ら し て 設
定 し 、 減 算 値 を ３ に 設 定 す る な ど す れ ば 、 各 優 先 度 レ ジ ス タ １ １ ２ に 保 持 さ れ る 優 先 度 の
値 は 常 に 一 致 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 連 続 ア ク セ ス 回 数 は １ つ の ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ １ ２ ７ に 保 持 さ れ た 値 と だ
け 比 較 さ れ る 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 多 段 階 の 値 と 比 較 し て 、 段 階 的 に 増 分 値 を 大
き く す る な ど し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に か か る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 は 、 柔 軟 、 か つ 、 確 実 に レ イ テ ン シ を 保 証 す る
こ と が で き る 効 果 を 有 し 、 ひ と つ の メ モ リ に 対 し て 複 数 の ア ク セ ス マ ス タ が 競 合 し て ア ク
セ ス す る 場 合 の ア ク セ ス 性 能 を 保 証 す る た め に 上 記 ア ク セ ス マ ス タ か ら の ア ク セ ス 要 求 を
調 停 す る メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 優 先 度 制 御 部 １ １ １ の 詳 細 な 構 成 を 示 す 回 路 ぞ で あ る 。
【 図 ３ 】 同 、 連 続 ア ク セ ス 監 視 部 １ ２ １ の 詳 細 な 構 成 を 示 す 回 路 ぞ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 １ ０ １ 　 　 　 メ モ リ ア ク セ ス 制 御 回 路
　 　 　 　 １ １ １ 　 　 　 優 先 度 制 御 部
　 　 　 　 １ １ ２ 　 　 　 優 先 度 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ １ ３ 　 　 　 要 求 レ イ テ ン シ 値 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ １ ４ 　 　 　 減 算 値 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ １ ５ 　 　 　 減 算 器
　 　 　 　 １ １ ６ 　 　 　 加 算 器
　 　 　 　 １ １ ７ 　 　 　 セ レ ク タ
　 　 　 　 １ ２ １ 　 　 　 連 続 ア ク セ ス 監 視 部
　 　 　 　 １ ２ ２ 　 　 　 制 御 回 路
　 　 　 　 １ ２ ３ 　 　 　 ゲ ー ト 回 路
　 　 　 　 １ ２ ４ 　 　 　 連 続 ア ク セ ス 回 数 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ ２ ５ 　 　 　 加 算 器
　 　 　 　 １ ２ ６ 　 　 　 セ レ ク タ
　 　 　 　 １ ２ ７ 　 　 　 ア ク セ ス 上 限 回 数 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ ２ ８ 　 　 　 比 較 器
　 　 　 　 １ ２ ９ 　 　 　 増 分 値 レ ジ ス タ
　 　 　 　 １ ３ １ 　 　 　 優 先 度 比 較 回 路
　 　 　 　 １ ３ ２ 　 　 　 セ レ ク タ
　 　 　 　 ２ ０ １ 　 　 　 ア ク セ ス マ ス タ
　 　 　 　 ３ ０ １ 　 　 　 メ モ リ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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